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第３節　　　数　　　学

第１　指導計画の作成
１　指導計画作成の基本的な考え方
　　学習指導要領数学科の目標を踏まえて作成する。目標は次のとおりである。
　

　 　数学科の指導では、数量や図形などについての基礎的・基本的な知識及び技能を確実に習得す
ること、これらを活用して問題を解決するために必要な数学的な思考力、判断力、表現力等を育む
こと、数学を生活や学習に生かそうとする態度等を養うことにバランスよく取り組む必要がある。
　 　指導計画の作成に当たっては、数学科の目標の意義や意味を正しく捉え、これらの資質・能力
の三つの柱が、数学的な見方・考え方と数学的活動に相互に関連をもたせながら、全体として育
成されることに配慮する必要がある。

⑴　「数学的な見方・考え方を働かせ」について
　 　「数学的な見方・考え方」は、「事象を、数量や図形及びそれらの関係などに着目して捉え、
論理的、統合的・発展的に考えること」である。数学的な見方・考え方を働かせた学習活動は、
数学的に考える資質・能力を育成する多様な機会を与えるとともに、数学や他教科の学習、日常
や社会において問題を論理的に解決していく場面などでも広く生かされるものである。また、数
学や他教科の学習を通して、数学的な見方・考え方も更に豊かなものになると考えられる。
⑵　 「数学的活動を通して」について
　 　数学的活動とは、事象を数理的に捉え、数学の問題を見いだし、問題を自立的、協働的に解決
する過程を遂行することである。数学的活動として捉える問題発見・解決の過程には、「日常生
活や社会の事象」と「数学の事象」の二つを考えることができる。これら二つの過程は相互に関
わり合って展開される。数学の学習過程においては、これらの二つの過程を意識しつつ、生徒が
目的意識をもって遂行できるようにすることが大切である。
⑶　 「数学的に考える資質・能力を次のとおり育成すること」について
　 　「数学的に考える資質・能力」とは、数学科の目標で示された三つの柱で整理された算数・数
学教育で育成を目指す力のことである。これらの資質・能力は、数学の学習の基盤となるだけで
はなく、教科等の枠を越えて全ての学習の基盤として育んでいくことが大切である。
２　指導計画作成の一般的な手順
⑴　学習指導要領及び本編成要領を踏まえる
 ア　数学科の目標を理解する。その際、目標の背景にある改善のねらいなども十分踏まえるとと
もに、小学校、中学校、高等学校の関連にも配慮する。
イ　各学年の目標及び内容を理解する。指導計画の作成に当たっては、数学科の目標と学年の目
標との関連、「Ａ数と式」、「Ｂ図形」、「Ｃ関数」、「Ｄデータの活用」の領域相互の関連、目標、
内容と数学的活動との関連をとらえた学習指導ができるように配慮する。

ウ　指導内容の系統や関連、数学的活動を分析する。
⑵　生徒や地域、学校の実態を把握する
ア　個々の生徒及び学年、学級の実態を把握する。その際、全国学力・学習状況調査や埼玉県
学力・学習状況調査等の結果の分析を踏まえ、生徒一人一人の学力の伸びの状況や学校の課
題を明らかにする。

イ　地域や保護者の教育への関心や期待等の実態を把握する。
ウ　学校の施設・設備、教材・教具の整備状況等の実態を把握する。

　数学的な見方・考え方を働かせ，数学的活動を通して，数学的に考える資質・能力を次のと
おり育成することを目指す。
⑴　数量や図形などについての基礎的な概念や原理・法則などを理解するとともに，事象を数
学化したり，数学的に解釈したり，数学的に表現・処理したりする技能を身に付けるように
する。
⑵　数学を活用して事象を論理的に考察する力，数量や図形などの性質を見いだし統合的・発
展的に考察する力，数学的な表現を用いて事象を簡潔・明瞭・的確に表現する力を養う。
⑶　数学的活動の楽しさや数学のよさを実感して粘り強く考え，数学を生活や学習に生かそう
とする態度，問題解決の過程を振り返って評価・改善しようとする態度を養う。
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⑶　教科書等の研究と教材開発を図る
ア　教科書の使用に当たっては、生徒の学習を確実なものとするために、新たな内容を学習する
際に学び直しの機会を設けたり、生徒のつまずきに対応し時間をかけてきめ細やかな指導がで
きるようにしたりするなどの重点を置く内容、領域の関連から付け加えたり軽減したりする内
容等を明らかにし、どのような配列が適切であるかを考え、各学校の実態に応じて工夫する。

イ　数学的活動が有効に機能する場面を明らかにし、生徒の学習状況にも配慮して適切に位置付ける。
その際、問題発見・解決の過程を意識した学習の積極的な展開と数学的活動の一層の充実の面か
ら指導方法を研究する。
ウ　教科書や日常の事象からの素材等を基にして、教師の創意工夫による教材開発に努める。
⑷　適切な指導計画を作成する
ア　年間指導計画（本編成要領 第２「３　年間指導計画例」参照）
　　上記⑴～⑶の調査研究等を基に、目標、内容、指導の時期を配慮して時間配当等を決める。
イ　単元別指導計画（本編成要領 第２「４　単元別指導計画例」参照）
　　年間指導計画を基にして、単元ごとにその構成、目標の設定、内容の配列、時間配当、数学
的活動等を具体的に定める。

ウ　１単位時間の指導計画
　　目標に基づき学習内容を明らかにし、課題の工夫、生徒の思考の筋道の予想、教具や ICT 
等の活用、発問・助言や学習形態の工夫、数学的活動の充実、自力解決の場の設定、効果的
な板書の計画、評価の計画及び方法の工夫、個に応じた手立ての工夫等を配慮して作成する。
エ　指導と評価の計画
　　単元ごとに毎時間の目標とそれに基づいた観点別学習状況の評価規準を明確にし、評価時期、
方法を具体化した指導と評価の計画を作成する。その際、生徒一人一人に対する指導の手立て
を明確にして指導と評価の一体化を図る。

⑸　評価し、指導計画を改善する
　　指導の成果を絶えず評価し、指導計画の改善と充実に努める。
３　指導計画作成に当たっての留意すべき事項
⑴　「特別な支援を必要とするなど課題のある生徒への指導」の視点
　 　学習活動を行う場合に生じる困難さに応じた指導内容や指導方法の工夫を計画的、組織的に行
う。その際、生徒の学習負担や心理面にも配慮する。
⑵　「主体的・対話的で深い学び」の視点
　 　単元など内容や時間のまとまりを見通して、その中で育む資質・能力の育成に向けて、数学的
活動を通して、生徒の主体的・対話的で深い学びの実現を図る。その際、数学的な見方・考え方
を働かせながら、日常の事象や社会の事象を数理的に捉え、数学の問題を見いだし、問題を自立
的、協働的に解決し、学習の過程を振り返り、概念を形成するなどの学習の充実を図る。
⑶　「教科等横断的」な視点
　 　社会生活などの様々な場面において、数量や図形などについての知識・技能を基に課題を解決
したり、必要なデータを分析したりして、意志決定をすることができるようになることは重要で
ある。他の教科等における指導との関連付けを図りながら、幅広い学習や生活の場面で活用でき
る力を育むことが重要である。
⑷　「社会に開かれた教育課程」の視点
　 　数学科において学習内容をどのように学び、どのような資質・能力を身に付けられるようにす
るのかを教育課程において明確にしながら、社会との連携及び協働によりその実現を図っていく。
地域社会等の活力を生かし、生徒の数学的に考える資質・能力をより確かで豊かに育成していく
ことにも留意することが大切である。
⑸　「道徳教育の充実」の視点
　 　数学科の目標にある「数学を活用して事象を論理的に考察する力」、「数量や図形などの性質を
見いだし統合的・発展的に考察する力」、「数学的な表現を用いて事象を簡潔・明瞭・的確に表現
する力」を高めることは、道徳的判断力の育成にも資するものである。数学科の年間指導計画の
作成に際して、道徳教育の全体計画との関連、指導の内容及び時期等に配慮し、両者が相互に
効果を高め合うようにすることが大切である。
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第２　指導計画作成のための資料

１　資料の見方、使い方
　ここに掲げる資料は、各学校で年間指導計画等を作成する際に有効な資料となるよう「２　領域
別指導内容系統表」「３　年間指導計画例」「４　単元別指導計画例」を作成した。

⑴　 「２　領域別指導内容系統表」について（Ｐ66～Ｐ68）
　 　この系統表は、学習指導要領の内容を小学校から高等学校の内容の一部まで、系統的に見るこ
とができるように領域別にまとめたものである。内容は全て網羅されているが、表現においては、
簡略化して示しているところもある。内容の配列については指導の順序を示すものではない。
　 　年間指導計画の作成、教材研究、異校種間（小学校と中学校、中学校と高等学校）の具体的
な接続等の研究の資料等として十分に活用されたい。
　・ は、単元名を示している。
　・ は、内容相互の主たる系統や関連を示している。
　・「 ○ 」は、指導内容を示し、下線 は、移行された内容や新規の内容を示している。
⑵ 　「３　年間指導計画例」について（Ｐ69～Ｐ71）
　 　年間指導計画の一例を示したが、各学校の指導の重点、生徒の実態などを考慮し、工夫して作成
する必要がある。ここでは、「第１ 指導計画の作成」に基づき、第１学年から第３学年までの全て
の学年で例を示した。中学校学習指導要領に示された内容を基に、各学年の【目標】を示すととも
に、「単元」を配列し、「内容」、「数学的活動」を順に示した。
　・「単元」は、学習指導要領に示された内容を基にした。
　・「時数」は、およその目安として示した。
　・ 「内容」は、学習指導要領を基にし、知識及び技能に関する内容を「 ○ 」、思考力、判断力、
表現力等に関する内容を「 □ 」で示した。

　・ 「数学的活動」は、学習指導要領解説数学編に示された下の表を基に、各単元に一つ程度示した。
これらは例示であり、単元に一つの数学的活動で十分であるとはいえない。各学校において、
生徒の発達段階や学習内容に配慮し、充実する必要がある。

　・ 「課題学習」は、各領域の内容を統合したり日常の事象や他教科等での学習に関連付けたりする
などして見いだした問題を解決する学習であり、各学年で適切に位置付け、実施する必要がある。

⑶　「４　単元別指導計画例」（Ｐ72～Ｐ74）
　 　年間指導計画は１年間の指導の見通しを明らかにするものであるが、実際の指導に当たっては、
より詳細な単元別指導計画が必要である。ここでは学年ごとに一つの単元を取り上げ、具体的に例
を示した。
　・「時数」は、およその目安として示した。
　・ 「項目」、「学習内容」、「数学的活動」は、「３ 年間指導計画例」の「内容」、「数学的活動」の
具体を示した。

　・「数学的活動」は、各項目にそれぞれ示した。
　・ 「指導上の留意点」は、「第１ 指導計画の作成」の「３ 指導計画作成に当たっての留意すべき
事項」で示した５つの視点を踏まえ、学習内容の定着を図るために必要な留意点を、【３⑴】
～【３⑸】とし、具体的に記述した。また、各単元の内容を学習する上で必要であると考えら
れるものの例を［用語・記号］で示した。特に学習指導要領で示されているものは、ゴシック
で表して取扱いの目安を明確にした。

第１学年 第２、３学年
ア　日常の事象や社会の事
象から問題を見いだし解
決する活動

日常の事象を数理的に捉え、数学的
に表現・処理し、問題を解決した
り、解決の過程や結果を振り返って
考察したりする活動

日常の事象や社会の事象を数理的に
捉え、数学的に表現・処理し、問題
を解決したり、解決の過程や結果を
振り返って考察したりする活動

イ　数学の事象から問題を
見いだし解決する活動

数学の事象から問題を見いだし解決
したり、解決の過程や結果を振り
返って統合的・発展的に考察したり
する活動

数学の事象から見通しを持って問題
を見いだし解決したり、解決の過程
や結果を振り返って統合的・発展的
に考察したりする活動

イ　数学的な表現を用いて
説明し伝え合う活動

数学的な表現を用いて筋道立てて説
明し伝え合う活動

数学的な表現を用いて論理的に説明
し伝え合う活動
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２　領域別指導内容系統表　○は指導内容を、下線は移行された内容や主な新設の内容を示している。
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　  ○は指導内容を、下線は移行された内容や主な新設の内容を示している。
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３　年間指導計画例
⑴　第１学年
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⑵　第２学年
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⑶　第３学年
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４　単元別指導計画例
⑴　第１学年「平面図形」
＜目標＞略
　※学習内容の、「○」は知識及び技能に関すること、「□」は思考力・判断力・表現力等に関することを示している。
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⑵　第２学年「データの分布の比較・場合の数を基にして得られる確率」」
＜目標＞略
　※学習内容の、「○」は知識及び技能に関すること、「□」は思考力・判断力・表現力等に関することを示している。
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⑶　第３学年「関数 y=ax2」
＜目標＞略
　※学習内容の、「○」は知識及び技能に関すること、「□」は思考力・判断力・表現力等に関することを示している。
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